
2025 年 5月 ５月の旬食！春メバル・山菜・高原たけのこ調達ツアー episode➁ 

京丹後の５月は、もっとも自然遊びに適した季節なのに今回はどうも天候が怪しい。海と森で旬食材を調達する企画、雨降りの場合つ

ぶしがきかない。参加される方には「雨具・長靴持参」とお願いしたものの、都会生活ではあまり必要ないだろうし、「そこまでして」

と呆れられないだろうか・・。心配ご無用、雨ニモマケズです！皆さんのような自然を謳歌できる達人にワタシハナリタイ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者ｱﾝｹｰﾄより 〇雨の中の釣りはなかなかできないので良かったです。 〇子供がいろいろな道具を使わせてもらえ良かった。丁寧に教えてもらえました。 

スタッフの独り言 「雨に弱い」スイス村を助けてくださったのは参加者みなさんです。スタッフ以上に献身的に行動してくださった親御さん達、わんぱくながらも話せばわかる子供

達。真剣で真っ白な子供達と思わず山々に「ヤッホー」と叫びましたが、山彦は不在。でも降りしきる雨音は、森から子供達へのエールのようでした。今度はメバル釣ろうな！ 

我が子と一緒に泥んこになることを厭わぬ親御さん達。本当に
頭が下がります。クライマックスは、タケノコに入れる最後の一太
刀。チャレンジ精神旺盛な子供たちに天候なんか関係ない。 

メバリングの基礎を抑えキャスティング練習も完璧。ほぅらハゼ、フグ、グレと大漁でしょ！あれっ、メバル釣りじ
ゃなかった？いえいえ本命かどうかより、どしゃ降りの中で頑張ったみなさんの笑顔こそ自然の達人です。 

魚は鱗落としから煮詰めまで、山菜とたけのこは洗浄から揚げるまで。
調達から口に入るまでぜんぶ頑張りました。真剣な姿が愛おしい。 

楽しさの末には美味しさが。「もったいない」と 
教わるのではなく感じる食卓にごはんがススム君。 

僕にもやらせてよ～ 

ワサビ、フキ、ミツバ、ワラビ。居場所の違いに
それぞれの生存戦略を想う。食べる分だけ本
数を数えながら摘む子供たちは自然の達人。 


